
                                

                                                                                                                                                                                                                                       

                                                                                                                                                  

        

                        

１２がつのえんだより 
 山々の木々はきれいに紅葉し、落ち葉がかさかさという季

節になりましたね。朝夕は、寒さが日に日にきびしくなって

きています。 

そして、早いもので、年も残すところ、あと１ヶ月となり

ました。インフルエンザが流行しています。ご家庭でも引き

続き、手洗い・うがい・規則正しい生活を心がけ、風邪に負

けないからだ作りをしましょう！子どもは風の子！厚着に

なりすぎないようにしましょうね。 

  

 

 

1２月生まれのお友だち

ち 
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★年末年始の過ごし方★ 

 年末年始のお休みは、家族で過ごせる楽しい時間で

す。カルタやコマまわし、たこあげなど昔ながらの遊

びを楽しむのもいいですね。また、暖房器具を使用す

る機会も増えますので、やけどには注意しましょう。

早寝早起きを心がけ、普段通りの生活リズムで過ごし

ましょうね。 

 また、家族やお友だちとの楽しい会食の機会が多く

なると思いますが、感染症には気をつけましょう。 

★年末大掃除について★ 

 昔から、“すすはらい”をして１年間、家の中にたまっ

たほこりを払い、新しい年を迎える準備をします。ご家

庭でも、新年を迎えるための大掃除は、お子様と一緒に

できるといいですね。 

★保育参観日について★ 

 12 月１日（金）は保育参観日です。お子様の保育園での

様子を参観していただければと思います。お子様一人につ

き、保護者一名、30分間になります。 

 白・緑・黄組   ９時 30分～11時 30分  

 桃・赤・りんご組 ９時 30分～11時 00分 

 

★鏡もち作りについて★ 

 12月６日（水）に鏡もち作りを行います。大谷青寿会の方々

と一緒ににおもちつき会を楽しみたいと思います。昔ながら

のもちつきを経験したり、もち花作りを行い、新年を迎える

準備をします。 

         

～心のページ～ 
 

 

★お願い★ 

 12月 29日（金）・１月５日（金）６日（土）は、お弁

当持参日になります。また、12月 30日（土）～１月４

日（木）は年末・年始の為、休園とさせていただきます。 

ご協力よろしくお願い致します。 

 

放浪画家 山下清 

 

放浪画家といわれた山下清という人は、知的障害があ

りましたが、その人の描いた絵は天才といわれました。

ある時、京大総長で医学部の先生であった平澤興先生の

ところに、人体の標本を見せてもらいたいと訪ねてきま

した。一般には見せない標本でしたが、30 分で良いから

ということで特別に許可をしましたが、3 時間余りにな

りました。 

彼は、話がなかなかわかりません。平澤先生が「これ

は胃袋だ。ものを食べてこなすところだ」と説明すると、

5 分くらいで同じ質問をする。「これは胃袋やな。ものを

食べてこなすところやな」「ああそうです」。でわかった

かなと思うと、また同じことを聞くのです。何度もそれ

をくりかえしました。しかし、いよいよ彼が納得して、

絵を描きだしたときの彼の表情のすばらしさは、全く打

たれるものがありました。大学の優秀な学生もかなわな

いようなすばらしい表情です。まったく燃えるような、

よろこびに燃える、情熱に燃える、そういう顔で描いて

いるので、げんこつ一つやっても気づかないと思われる

ほどでした。 

平澤先生は、「幼児の頃のものおぼえが悪いとかは問

題ではありません。それより劣等感を持たせないこと。

興味をもつことを伸ばしてやることが大切です」といわ

れています。 

 

 


